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ばしばみうけられる．同じように，無人称文「モスクワは寒いです．」 В Москве холодно.














трудно говорить по-русски. も日本語に影響されて，「わたし」を主格でたてた誤った
文章を作ってしまう．英語ではいわゆる it ...to 構文をとり，学習者の多くが *I am 
difficult to speak Russian. とは言えないことを知っているのに，ロシア語で書かせると
誤用がみられる．「わたし」が「むずかしい」というイコール関係ではないことを指摘すれ
ば，理解はできるが，なかなか定着しない．
 また，「うれしい」という意味の рад と「心地よい」などと訳される приятно は，рад
のほうは主語に主格を，приятно のほうは，主格をとれず，意味上の主語として与格を用
いる．したがって，「お会いできてうれしい」という表現は，рад を用いれば，Я рада вас 







えば，Мне не хочется работать.「わたしは働きたくない気がする．」という文である．




























る際に学習者が経る 5 つのプロセスを紹介している（Бердичевский 2011: 53）．1. 新しい
事象の吸収，2. その理解，3. 自文化との比較，4. 自他相互の分析 5. 新しい知識をともな
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